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Ⅱ-2.名称の登録 

       システム上で使用される項目について、呼び方（呼称）を設定するこ 
       とができます。例えば、社員を“従業員”、部門を“所属”など自由 
       に設定することができます。ここで設定した名称は、システム上の画 
       面、帳表に利用されます。 

概 要 
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  (1) 社員呼称：    社員の呼称を設定してください。各種画面・帳表の社員の呼称がここ 
                    で設定した名称に変更されます。          
 
 (2) 部門呼称：    部門の呼称を設定してください。各種画面・帳表の部門の呼称がここ 
                    で設定した名称に変更されます。           
 
 (3) 分類呼称：    分類の呼称を設定してください。各種画面・帳表の分類の呼称がここ 
                    で設定した名称に変更されます。           
 
 (4) 職位呼称：    職位の呼称を設定してください。各種画面・帳表の職位の呼称がここ 
                    で設定した名称に変更されます。 
           
 (5) 雇用呼称：    雇用の呼称を設定してください。各種画面・帳表の雇用の呼称がここ 
                    で設定した名称に変更されます。 
           
 (6) 職場呼称：    職場の呼称を設定してください。各種画面・帳表の職場の呼称がここ 
                    で設定した名称に変更されます。 
 
 (7) 拘束名称：    残業時間、休出時間等の給与支払対象時間以外で時間管理上、集計を 
                    行いたい時間の名称を任意に設定してください。各種画面・帳表の拘 
          束時間の名称がここで設定した名称に変更されます。  
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画面説明 

《社員・部門・分類 画面イメージ》

《社員・部門・分類 項目説明》
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 (8) 臨時勤務名称：  臨時勤務の名称を設定してください。各種画面・帳表の臨時勤務の名 
            称がここで設定した名称に変更されます。 
 
 (9) プロジェクト名称：プロジェクトの名称を設定してください。各種画面・帳表のプロジェ 
            クトの名称がここで設定した名称に変更されます。 
                      ※主にオフィスヘルパーで使用されます。 
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  (1) 残業名称：    残業の種類を１０枠まで設定できます。例えば、早出残業、普通残業、 
                    深夜残業などを登録します。ここで設定した最大１０種類の残業枠に 
          残業時間を日別、月別に集計できます。各種画面・帳表の残業の名称 
          がここで設定した名称に変更されます。 
           
 (2) 休日出勤名称：休日出勤の種類を１０枠まで設定できます。例えば土曜出勤、法定外 
                    休出、法定内休出などを登録します。ここで設定した最大１０種類の 
          休日出勤枠に休日出勤時間を日別、月別に集計できます。各種画面・ 
          帳表の休日出勤の名称がここで設定した名称に変更されます。 
 
 (3) 振替名称：    休日出勤が代休に振り返られた際の振り返られた時間の種類を１０枠 
                    まで設定できます。例えば振替出勤、振替残業時間、振替深夜時間な 
                    どを登録します。各種画面・帳表の振替時間の名称がここで設定した 
                    名称に変更されます。 
           
 (4) ３６協定の対象項目チェック: 
                  ：３６協定の目安時間の比較対象とする場合にチェックを付けてください。 
          １列目：３６協定対象項目  
          ２列目：３６協定対象項目「限度」 １ヶ月、複数月の３６協定時間の 
                           上限は休日労働を含めてチェック 
                           する必要があります。 
                    ※｢３６協定目安時間の登録｣-｢設定｣の｢３６協定時間の算出方法｣で 
           ｢名称設定・・・｣を選択している場合に利用できます。 
             

《残業・休日出勤・振替 画面イメージ》
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《残業・休日出勤・振替 項目説明》
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《作業 項目説明》

《作業 画面イメージ》
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 (1) 作業呼称：作業の呼称を設定してください。設定した作業呼称は、各種画面・帳票 
        の作業の呼称として出力されます。 
 
 (2) 作業名称：作業名称の種類を５種類まで設定できます。 
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《任意項目１～２ 画面イメージ》 
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 (1) 任意項目名称：日別実績で時間／回数／金額の値が自由に手入力できる任意項目の名称 
          を、５０枠まで設定できます。 
 
 (2) 任意項目属性 時間／回数／金額 
         ：任意項目を時間項目、回数項目、金額項目のどれにするのか設定します。 
          運用の途中で属性を変更すると、過去のデータに不都合が生じます。運 
          用中の項目の設定変更には十分注意してください。 
 
 (3) 任意項目単位：任意項目属性が回数項目、金額項目のどちらかに設定されている場合、 
          任意項目で使用する単位を自由に設定できます。 
          ここで設定した単位が各種画面、帳票にて出力されます。 
          ※一部の画面、帳票では表示可能な幅が狭く表示されない場合もありま 
          す。 
  
  
  

《任意項目１～２ 項目説明》
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《時間外超過 画面イメージ》
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《時間外超過 項目説明》
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 (1) 時間外超過名称：時間外労働が一ヵ月間で一定時間を超過した場合に別枠集計する時間外 
                     超過の名称を５項目まで設定できます。設定した項目名は各種画面・帳 
           表の時間外超過の名称として出力されます。 
 
 (2) 時間外超過内訳名称 
          ：残業と法定外休出の割増率が異なる場合など、時間外超過を分けて集計 
                     する際の内訳名称を１０項目まで設定できます。設定した項目名は各種 
           画面・帳表の時間外超過内訳の名称として出力されます。 
 
 (3) 時間外超過有休呼称 
          ：時間外労働が月60時間を超過した場合に割増賃金に相当する代替休暇の 
                     呼称を設定できます。設定した呼称は各種画面・帳表の時間外超過有休 
           の呼称として出力されます。
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《加給・特定加給・特定日 画面イメージ》

《加給・特定加給・特定日 項目説明》

 (1) 加給時間帯名称：加給時間帯の名称を１０枠まで設定できます。ここで設定した最大１０ 
           種類の加給枠に加給時間を集計できます。各種画面・帳表の加給時間帯 
           の名称がここで設定した名称に変更されます。 
 
 (2) 特定加給時間帯名称 
          ：通常の加給時間とは別に、特定日の加給時間を算出する場合に設定しま 
           す。特定日の加給時間帯の名称を１０枠まで設定できます。ここで設定 
           した最大１０種類の特定加給枠に加給時間を集計できます。各種画面・ 
           帳表の特定加給時間帯の名称がここで設定した名称に変更されます。 
 
 (3) 特定日名称  ：特定日の名称を１０枠まで設定できます。各種画面・帳表の特定日の名 
           称がここで設定した名称に変更されます。

注意点： 
 「加給時間帯」は、1日の中で時間によって時給単価が異なり、別途集計が必要な場 
 合などに設定します。会社別、職場別、個人別、就業時間帯別に設定が可能です。 
 
 「特定日」は、年末年始など「繁忙期」で時給単価が異なり別途集計が必要な場合に 
 設定します。具体的な日時は、「スケジュール」－「特定日の登録」で入力します。
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